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1. はじめに 

本分担研究においては、分担者が研究開発を続けている「知識構成システム論」1に基づ

いて、ケアウィル講座の評価及び参加者自身の自己評価を実施してきた。1 年目は、知識

構成システム論を発展させたケアウィル講座の評価モデルを作成し、「知識創造」の視点

から参加者に講座の評価と自己評価を実施してもらった。2年目は、「知識構成システム論」

の中の「知識の連続的再構成モデル」を用いて、参加者の「意欲創造」を調査する手法を

開発し、1 年目及び 2 年目の参加者に対してアンケート調査した。そして最終年度は、ケ

アウィル講座は一種のサービスシステムであるが、参加者の前向きな努力がなければ価値

が創造されないことを考慮し、どのような「価値創造」がなされたかを調査することによ

り、ケアウィル講座の評価に結び付ける。 

 

2. 価値創造について 

サービスシステムと言われて連想するものは非常にたくさんある。例えば、レストラン、

ホテル、デパート、バス、タクシー、上下水道、電気、病院、保育所、学校、学習塾など、

すべての経済活動はサービスであると言っても過言ではない。ここで、サービスの価値に

ついて考えるとき、二つのグループにグルーピングできる。一つは、顧客が受容するサー

ビス価値に対価を支払うが、顧客自らが努力してその価値を創造するものではないグルー

プで、レストランやホテルが含まれる。利用者にとって、価値は利用料金の価値と等価で

あるとみなされる。一方、利用者自らが努力しなければ大きな価値が創造できないグルー

プが存在する。英語塾などが典型であり、高い授業料を支払って受講しても、十分な予習

復習により成果を挙げなければ価値創造につながらない。病院にしてもそうである。医者

から適切な診療やアドバイスを受けても、自ら摂生しなければ、繰り返し診療を受けるこ

とになる。 

このように、サービスシステムと言っても、病院、クリニック、スポーツジムなどのよ

うに、指導に従って自己管理するかどうかで価値が変わるサービスシステムが存在する。

また、学校、学習塾、ピアノなどの習い事のように、システムへの入力要素（サービス受
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4. ケアウィル講座の価値 

本年度はケアウィル講座受講生に対して表 1に示すアンケート調査を実施した。 

 

表 1：ケアウィル講座の価値に関する調査項目 

【理】自分にとっての新しい情報 価値の高い順に３つ程度 

【縁】新しい関係性（再認識を含む） 重要と思う順に３つ程度 

【想】自分で考えた新しいアイデア 実行したいと思う順に３つ程度 

【知】新しい提案（報告）の価値 自分にとって 

家族にとって 

社会にとって 

講座にとって 

【行】新たに発見した課題 克服すべき課題を３つ程度 

 

調査は、過去 3年間の全受講生に対しして実施した。毎年全く同じ内容の講義が実施さ

れたわけではないので年によって多少のばらつきがある。共通している回答を以下に列挙

する。 

 

【理】自分にとっての新しい情報 

 健康面について：医学的見地に加えて、社会的な分析 

 精神面について：精神面の向上によって健康面、経済面の問題解決につながること 

 社会面について：仲間づくりや社会活動への参加の重要性 

 

【縁】新しい関係性（再認識を含む） 

 家族について：配偶者との関係の重要性の再認識 

 地域について：地域住民との新しい関係の構築の重要性 

 仲間について：価値を共有する仲間の必要性（会社や趣味の仲間を含む） 

 

【想】自分で考えた新しいアイデア 

 目標を創造すること：「特にない」が多いが、目標を創らなければという意識は芽生え

た 

 健康を維持すること：健康維持のための行動について考え始めた 

 関係を構築すること：（具体的ではないが）仲間づくり、NPO づくりについて考え始

めた 
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【知】新しい提案（報告）の価値 

 自分にとって：自分を見つめなおす機会を得た（ただし、新しい提案には至っていな

い） 

 家族にとって：互いを尊敬しあうことを再認識した（具体性は、まだ乏しい） 

 社会にとって：社会に貢献できることの重要性・喜びを認識した（具体性は、まだ乏

しい） 

 講座にとって：講座の維持発展に貢献したい（ただし、そのレベルに達していない） 

 

【行】新たに発見した課題 

 目標設定：目標を創ること自体が大きな課題（生きがいを発見すること） 

 関係構築：家族関係、地域の人々との関係の再構築（特に、地域での役割を創造する

こと） 

 健康管理：健康な身体を維持すること（体力を向上、脳を活性化すること） 

 

5. 結論 

以上から、ケアウィル講座に参加することによって意識レベルは向上していると断定で

きるが、講座への出席だけでは具体的な目標づくりには至っていない。すなわち、受講生

にとっては、多くの情報は入手したが、知識、すなわち新しい価値が創造されるに至って

いない可能性がある。今後、修了生による「ケアウィル勉強会」を持続的に運営すること

により、目標づくりとその実践、改善というサイクルが必要である。実際に、成功事例を

創っていかなければ、ケアウィル講座の価値が認識されることは難しいだろう。この 3年

間の受講生の以上のような価値判断から、ケアウィル講座の中で、情報の提供を必要最小

限にして、目標づくりの方法論を徹底的に教示し、受講生の目標づくりの時間を十分にと

り、具体的な目標を設定させることを徹底させることが必要である、ということが一つの

結論である。このような講座の改革を踏まえて、一段高いレベルのケアウィル講座を開始

する必要がある。その際には、一度受講した人達にも再度受講してもらうことが重要であ

る。要するに、同じような志を持った人々の量的拡大を図れば、量が質に変換していく、

すなわち情報が知識に変換していき、講座の価値が認識されることにつながるであろう。 

 


